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罪をにくんで人をにくまず
奈良・植田　真帆
　わたしは、一年生のと中に今の家へ引っこして来た。引っこしの時、一番の親友がえんぴつと消しゴムをプレゼントしてくれた。えんぴつはすぐに使ったけれど、いちごのにおいのする消しゴムはずっと使わずに大切にしていた。そして、時々、机から出していちごのにおいをかいで親友のことを思い出していた。
　ある日、机の中から消しゴムを出すと、あきらかに誰かが使ったように角が丸まっていて、よごれもついていた。すぐに犯人は分かった。カッとなって全身の血が頭にのぼるのを感じた。（わたしが大切にしている事を知っているくせにどうして！！）すぐに弟の部屋へ行き、消しゴムの事をど鳴りながらつき飛ばした。弟はひっくり返って、後ろにあった本だなのふちに頭をぶつけて泣き出した。そんなに力を入れたつもりはなかったのに、自分でも一しゅんおどろいた。弟の泣き声を聞きつけて母が飛んできた。そして、弟をだきかかえながらどうしたのかと聞いた。弟は自分のした事は言わずに、

「お姉ちゃんがおしてきた。」

と泣きじゃくった。わたしはいかりで言葉も出なかった。わたしは母に強くしかられた。母は弟のたんこぶをさすりながら、

「打ち所が悪ければ、大変な事になっていたかもしれないよ。」

と言った。わたしはくやしくて、歯をくいしばった。悪いのは弟なのに、人の物を勝手に使うなんてドロボーといっしょやん！！でも・・・・・・、『大変な事になっていたかも』という言葉が何度も頭の中を回った。わたしは、弟を傷つけてしまった。母が言うように、もし打ち所が悪くて、死んでしまっていたらわたしはどうなるんだろう・・・・・・。色々な気持ちがモヤモヤして苦しくなった。晩ご飯の時、たんこぶを冷やしながら席に着いた弟を見て、やっぱり自分が悪い事をしてしまったという後かいがこみ上げてきた。

「ごめんな。たんこぶ、痛かったやろ？」

と声をふりしぼった。弟は何も言わずに下を向いた。許してくれないだろうと思うと、なみだがあふれてきた。

「・・・・・・。痛いけど、もういいよ。こっちこそごめん。勝手に消し　　　　　　　
　ゴム使って・・・。あれ、ずっと良いなと思ってて、ちょっとだけにお
　いかいだら良いにおいして、少し使ってもばれへんと思ってん。」

「そうやったん。いいよ。あの消しゴムあげるわ。」

私は、弟が許してくれたことが本当にうれしかった。

「罪をにくんで人をにくまず。」

母は笑ってそう言った。

「雄がお姉ちゃんの消しゴムを使った事。お姉ちゃんが雄をつき飛ばした

　事。どっちも悪いことやね。でも、雄もお姉ちゃんも悪だけの人間やな

　い。良い所もいっぱいあるやろ。」

父が弟の頭をさすりながら言った。

「うん。ぼく、良い事もいっぱいするよ。お姉ちゃんも優しい。」

　世の中に完ぺきな人間なんていないと思う。もちろん、わたし達は罪のない世の中を目指さなければならない。絶対に罪を犯す事を許してはいけない。でも、犯してしまった罪を後かいし、その罪をつぐなった人や、つぐなおうとしている人を許さない社会は、罪を犯すのと同じぐらいまちがっていると思う。おとぎの国でない限り犯罪が全く無い世界はない。その現実から目をそむけるのではなく、助けが必要な人に手を差しのべる社会を作っていかなければならないと思う。おとぎ話でさえ、悪いオオカミやま女は出てくるのだから。罪の大きさは別としてだれの生活にも小さなあやまちやまちがいはあるのだ。痛い思いをした弟が、わたしを許してくれた時、わたしはこれからもっと優しくなろうと決めた。許すことと許されることで社会はきっと良い方向へ進むことだろうと思う。にくしみが生むのはにくしみだけだけれど、優しさはたくさんの優しさや希望を生むのだ。相手を少し思いやってみる。その人を認める心を持てばそれほど難しい事ではないと思う。なぜなら、みんな自分と同じ一人の人間なのだから。
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